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１．概要（Summary） 

近年、絶縁体や半導体表面の物性制御の手法として、

電気二重層トランジスタ  (Electric Double Layer 

Transistor：EDLT) が注目されている。一方、EDLT に

おいて、電極とチャネルとの接合に焦点を当てた研究は

数少なく、特に超伝導電極との接合の報告は極めて少な

い。そこで本研究では、超伝導電極を持つ電気二重層ト

ランジスタを作製し、超伝導電極から EDLT チャネルへ、

超伝導電子対の染み出し (超伝導近接効果) が起こるの

か検証を行った。ソース・ドレイン電極には超伝導ニオブ 

(Niobium：Nb) を、チャネル物質には酸化亜鉛 (Zinc 

Oxide：ZnO) を用いた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 レーザー露光装置 

 多目的ドライエッチング装置 

 化合物ドライエッチング装置 

 100kV電子ビーム描画装置 

 12連電子銃型蒸着装置 

【実験方法】 

試料作製は NIMS 微細加工プラットフォームにて行っ

た。まず ZnO薄膜にドライエッチングを施し、ZnO薄膜を

パターン化した。つぎに、パターン化した ZnOの周りに電

極を形成した。ZnOに直接繋がる電極の中心部には超伝

導ニオブを、中心部以外は金を蒸着した。中心部の電極

形成は 100 nmオーダーの精度が必要であったため、電

子線リソグラフィを用いた。中心部以外の電極形成の際は

レーザーリソグラフィを用いた。 

また、Nb 成膜と試料完成後の電気測定は東京理科大

学にて行った。 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

Fig. 1 にゼロバイアスにおけるコンダクタンスの値の磁

場応答を示す。測定温度は T=3 Kである。Fig. 1 より、ゼ

ロバイアスコンダクタンスの値が磁場に応答し、周期的に

振動することがわかる。この結果は、ZnO チャネルを介し

た左右の超伝導電極がコヒーレントに繋がったことを意味

しており、ZnO チャネルへの超伝導電子対の染み出し 

(超伝導近接効果) を確認できた。 
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Fig.1 Magnetic field dependence of zero-bias conductance 


